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本レクチャーの概要	
1.  沖縄の裁判所制度 

1)  裁判所行政とは 

2)  沖縄県内の裁判所 
3)  沖縄の裁判所制度の沿革 

2.  歴代那覇地裁・家裁所長 
1)  歴代所長リスト 

2)  級班区分と就任形態 
3)  那覇地裁・家裁所長の傾
向的特徴 

3.  「北海道方式」の採用 
1)  平田清祐の提言 

2)  所長と定着地の関係 
3)  「ブーメラン勤務地」のこれ
から 
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平和の礎のHPより	



裁判所行政（司法行政）とは	

1.  人事管理（裁判官・書記官、事務官など） 
2.  裁判所の組織運営 

3.  裁判所庁舎の施設管理 

4.  裁判所の財務（予算・会計など） 
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★研究のきっかけは、敗訴の「私怨」 
　　　　　　cf.拙著（2005）『日本司法の逆説』五月書房。	

裁判所職員	 定員（2008年度）	

裁判官	 　　　3491人	

一般職	 　　 22086人	

合計	 　　 25577人	



地裁・家裁所長に注目する	

�  判事が補される 

�  裁判所行政に専念 

　　　★那覇地裁所長、家裁所長ポストの特徴は 
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那覇地裁：裁判所のHPより	

沖縄県内の裁判所 

福岡高裁那覇支部 

那覇地裁（本庁） 

那覇家裁（本庁・所長専任庁） 

那覇地家裁名護支部・沖縄支部・ 
平良支部・石垣支部 
　　　→支部は審級としては本庁と同等 	



米軍施政下の裁判所制度	
�  1950年7月13日　米国軍政府特別布告 

　　　　　　　　　　　　　　　　第38号「民裁判制度」 

　　　★米軍布告による琉球民裁判所制の確立 

　　　→琉球上訴裁判所と巡回裁判所の二審制 
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�  1968年1月1日　琉球政府立法院が裁判所法を制定 

　　　→琉球高等裁判所と下級裁判所（地裁・家裁）の二審制 

　　　★初代高裁首席判事：平田清祐	



復帰後の裁判所制度	
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l 那覇家庭裁判所→1972.5.15→那覇家庭裁判所 
　　　　★独立家裁、ただし初代所長は平田清祐が併任 
　　　　　　　　　　1972.9.11~入江啓七郎（前福岡高裁判事） 
	

　　　　　　　	

l 那覇地方裁判所→1972.5.15→那覇地方裁判所 
　　　　　　　　初代裁判所長：平田清祐（前琉球高裁首席判事） 

　　　　　　　	

l 琉球高等裁判所→1972.5.15→福岡高裁那覇支部 
　　　　　　　　札幌高裁函館支部の廃止（1971.7.31）とセット 
　　　　　　　　初代那覇支部長：藤井一雄（前東京高裁判事） 
	



歴代那覇地裁所長	
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歴代那覇家裁所長	

8	

!"# $% &' () *+,- . /0 123 4 5 67 89:;<=> ?@ AB

C DEFGH !"!# $ %& '()* +,-. !"*)/0/!0 !"*)/"/!# 12345 6789:; <=>?@ABC

I DEFGH !"!I $ J& '()* +,-. !"*)/"/!! !"*K/!)/)) 5LM45 6789:;

J KLFMN !")0 $ N& O P) ,- !"*K/!)/)O !"*0/!#/!" Q ,->RS 6789:;

O PQRFS !")I $ N& O TO UN !"*0/!#/)# !"**/O/O! V &W>RS 6789:;

T >XYZ[ !")K $ U& 0 P! UN !"**/K/! !"*\/0/!" V UN>RS 6789:;

U ]^Y_` !")* $ U& 0 a! ,- !"*\/0/)# !"\#/K/O# Q ,->RS 6789:;

V bcYde !")O $ fg 0 a! ,- !"\#/0/! !"\)/O/)" h ,->RS 6789:;

W KXFYZ !")\ $ i& * P! UN !"\)/O/O# !"\K/)/)" Q UN>RS 6789:;

[ ,\]^_ !")\ $ U& \ TO UN !"\K/O/! !"\0/O/O! V UN>RS 6789:;

C` jkYlm !")0 $ n& \ P) UN !"\0/K/! !"\*/!/O! h 12M45 6789:; opqr

CC abEFc !"O# $ N& de TO UN !"\*/!/O! !"\"/0/O! V stM45 6789:;

CI ,fFgh !"OO i %& de P) ,- !"\"/I/! !""!/!/K V uvM45 6789:;

CJ wxYyz !"O) $ i& !K P) UN !""!/!/0 !""O/O/O! Q {x345 6789:;

CO jRFkl !"OI $ <=& de P) UN !""O/K/! !""K/O/* V |}~M45 9:i�;

CT ÄÅYYÇ !"OK $ [É&Ñ !I P! ,- !""K/O/\ !""I/0/)# h 12M45 9:i�; opqr

CU iXYÖÜ !"OO $ J& !\ P) UN !""I/0/)# !""\/)/O h 12M45 6789:;

CV mnFop !"KK $ N& )! P! UN !""\/)/K !""\/!)/)O V qrKst

CW uvFwx !"K! $ i& )# P) &W !""\/!)/)K )###/O/K Q &W>RS

C[ yzF{| !"KO $ <=& de P) ,- )###/O/0 )##)/!/)K Q 12345

I` }~FF� !"K0 $ N& )) P) ,- )##)/!/)0 )##O/\/)) Q ,-M45á

IC ÄÅFFÇ !"K0 $ J& )I P! UN )##O/\/)O )##K/!)/!\ V UN>RSá

II àâYzä !"K" $ N& )* P! UN )##K/!)/!" )##*/!/!0 Q N}M45á

IJ ãåYçé !"0# $ èêë&Ñ )" P! èêë )##*/!/!I )##\/!!/\ V íì345á

IO àYî7 !"K\ $ [É& O# TO UN )##\/!!/" YYYá



裁判官の級班区分	
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所長の就任形態	
記号	 就任形態	 　　内　　　　容	

　ａ	 高裁長官待機	 当該所長ポストの次に高裁長官に就任	

　ｂ	 登竜門	 当該所長ポストを振り出しに高裁長官などへ栄進	

　ｃ	 中継点	 当該所長ポストを経由してさらに別の所長へ	

　ｄ	 上がり	 所長経験者が当該ポストを最後に、あるいはその後に高
裁部総括を経由して退職	

　ｅ	 ブーメラン	 定着高裁管内からいったん遠方の当該ポストに出されて、
その後は定着高裁管内に戻って栄進	

　ｆ	 箔付け	 所長未経験者が当該ポストで所長経験の箔をつけて、あ
るいはその後に高裁部総括を経由して退職	
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那覇地裁・家裁所長の就任形態例	
Ｃ（中継点）=高石博良：・・・福岡地裁部総括→那覇家裁所
長→那覇地裁所長・・・福岡高裁部総括→宇都宮家裁所
長→福岡家裁所長→福岡高裁部総括→定年退官	
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ｄ（上がり）=照屋常信：・・・福岡地裁部総括→那覇家裁所 
　　長→那覇地裁所長→依願退官	

ｅ（ブーメラン）=日野原昌：・・・東京家裁兼地裁→同部総括 
　　→那覇家裁所長→那覇地裁所長→東京高→前橋家所 
　　長→岐阜地家裁所長→大阪高裁部総括→依願退官 
	

ｆ（箔付け）=河辺義正：・・・大阪地裁→司法研修所教官 
　　→東京地裁部総括→那覇地所長→東京高総括→定 
　　年退官	



歴代所長の経歴比較	
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福岡管内、那覇地・家裁の傾向的特徴	

�  福岡高裁管内の歴代地家裁所長の傾向的特徴 

　　　１）出身大学：国公立大卒が多い（九大卒33人）。 

　　　２）級班区分：Ｓ級が少なく、Ａ級２班が多い。 

　　★高裁長官、最高裁裁判官に達するのは例外的。	
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�  歴代那覇地裁・家裁所長の傾向的特徴 

　　　１）出身大学：私大卒が多い（40％）。 

　　　２）級班区分：S1とS2はゼロ、S3とA1が多い。 



那覇地裁、那覇家裁所長の就任形態	
就任形態	 　　ａ	 　　ｂ	 　　ｃ	 　　ｄ	 　　ｅ	 　　ｆ 	  判別不能　	

那覇地裁	 　　０	 　　０	 　　２	     2	    10	     3	 　　　4	

那覇家裁	 　　０	 　　０	 　　8	 　　0	 　　9	 　　4	 　　　3 
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a　高裁長官待機 
ｂ　登竜門 
ｃ　中継点 
ｄ　上がり 
ｅ　ブーメラン 
ｆ　箔付け　	

那覇家裁→那覇地裁：１２例 
　　「セット・ブーメラン」：７例 
	
ブーメラン勤務＝Ｓ３、Ａ１の多さ	

⇩

高裁長官に石田穣一、北山元章	



平田清祐が求めた「北海道方式」	
　　「やはり東京の方が何といっても優秀な人材が揃っている
ことは確かなので、わたしは裁判官の人事問題については、
なるべく東京からの派遣をお願いし、沖縄の裁判官も出来
るだけ東京高裁管内に送って鍛えていただくよう折衝した。 

　　　戦前、沖縄に赴任する役人は一般的に質が良いとは言
えなかった。それは沖縄にとって不幸なことだった。私はこ
の際、立派な裁判官を沖縄に配置してくれるようにお願いし
たのだった。 

　　　最高裁は俗に「北海道方式」と言われる人事システムが
ある。つまり北海道に勤務したら、その後は東京の重要な
ポストに配置するという方法だ。沖縄も北海道同様に二、
三年したら、必ず東京に栄転させてほしいということを要求
した訳である。」平田清祐（1990）212頁。	
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平田首席判事と矢口人事局長	
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矢口人事局長の人事方針	
　　「人事局長として、特に私がやったことは、昭和47（1972）年５
月の沖縄返還に絡む法曹の問題です。・・・当時、沖縄の法曹は
全部で360名くらいでした。・・・「〔沖縄弁護士特別措置法〕によ
り、２回の選考を行って、大部分の方を合格させました。 

　　資格を与えた以上は・・・できるだけ本土に採ると同時に、こちら
からも最優秀な人材を送るべきだということで、いろいろ交渉しま
した。 

　　沖縄に福岡高裁の支部ができましたので、支部長には藤井一雄
君に行ってもらいました。東京高裁の刑事の判事で・・・刑事では
一番良くできると言われていた人です。」矢口（2005）199-200
頁。	
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札幌管内所長の定着地の傾向	
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★大半が東京高裁管内からのブーメラン勤務	



福岡管内所長の定着地の傾向	
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東京定着者の最終到達ポスト	
最終到達ポスト 
　　　　　（総数）	

高裁長官	 高裁総括	 東京管内の
地家裁所長	

その他管内
地家裁所長	

現職所長	

那覇地裁（13）	 　　　2	 　　8（5）	 　　　1	 　　　1	 　　　1	

那覇家裁（13）	 　　　1	 　　5（4）	 　　　2	 　　　4	 　　　1	
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（　）内は東京高裁総括で内数	

亀川清長・現那覇地裁所長 
	

★沖縄県出身の所長４人のうち３人は、 
　東京管内家裁所長へ	

裁判所のHPより	
	



地家裁所長人事のあり方	

�  第29条　最高裁判所は、各地方裁判所の判事のうち一人
に各地方裁判所長を命ずる。  

�  第31条の５　第27条乃至第31条の規定は、家庭裁判所
にこれを準用する。	
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★最高裁＝最高裁事務総局人事局→最高裁裁判官会議	

76の地家裁所長ポスト：それぞれ独自の位置付けがある	

⇩	

例）「三強ポスト」「ブーメラン勤務地」	

裁判所法	



「ブーメラン勤務地」のこれから	

これまで 

1.  「立派な裁判官」の配置 

2.  東京の「植民地」ポスト化 
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これから 

1.  「セット」人事の解消 

2.  脱東京「植民地」化 

　　★裁判官人事の地殻変動 
最高裁：裁判所のHPより	
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ニフェーデービル	
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